
虎ノ門ニュース（2020年6月11日 DHCテレビ）
拉致問題と朝日新聞

6月11日に放送された虎ノ門ニュースでジャーナリストの有本香氏が朝日
新聞の拉致問題に対する報道姿勢を猛批判した。
有本氏は過去の朝日新聞の紙面を用いりつつ「朝日新聞は80年代は拉致

に触れず北朝鮮賛美をし、テポドン発射の1年後の99年の社説では『拉致疑
惑は日朝国交正常化の障害』と拉致を邪魔扱い、拉致被害者帰国後の元日の
社説で『被害者を同情・北朝鮮への怒りの感情を煽る報道が繰返されてるが、
植民地時代の蛮行を問う声は封込めてる』と主張してた」と朝日新聞が北朝
鮮を擁護する主張を繰返してたことを説明。
また横田哲也氏が『拉致はないと主張してたマスコミや政治家達がいたか

ら安倍総理は苦労してる。40年、何もしなかったあなた達の総理批判は卑
怯』と発言した背景には、副官房長官時代の安倍総理が『北朝鮮への怒りの
感情を煽る報道が繰返されるが日本の蛮行を問う声は封込め！』との朝日社
説に対し『こういう論調が拉致解決の障害』と抗議し、朝日から『よく読め』
と社説で反論してきても、友人からの『朝日に潰される』という忠告を振切
り更に反論した。だから横田一家が『総理批判するな』と言った」と安倍総
理と拉致被害者家族はずっと一緒に戦っていたからと語った。
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横田哲也「拉致はないと主張し、40年何もしなかったマスコミや政治家総理批判は卑怯」
横田拓也「マスコミもイデオロギー関係なく拉致問題を我がことして取上げてほしい」
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これらを報道しないマスコミの姿勢は報道機関として正しいとは思えない
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